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平
成
八
年
度
西
新
井
町
自
治
会
通
常
総
会
が

去
る
二
月
二
十

一
日
に
開
催
さ
れ
、
平
成
七
年

度
決
算

・
平
成
八
年
度
予
算
が
提
案
通
り
承
認

可
決
さ
れ
ま
し
た
．

尚
、
役
員
改
選
は
任
期
二
年
で
、
今
年
は
七

年
度
役
員
が
引
き
続
き
任
務
に
当
た
り
ま
す
．

、
自
治
会
会
計
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次
年
度
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と
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す

２
、
平
成
八
年
度
予
算

一
、
収
入
合
計

一
、
七

一
五
、
０
０
０
円

二
、
支
出
合
計

一
、
七

一
五
、
０
０
０
円

三
、
差
引
残
高

Ｏ
円

キ

♯

♯

♯

♯

♯

♯

♯

♯

♯

♯

♯

♯

♯

♯

♯

♯

♯

♯

多:ri,■ t rl l
:″

.■   ・ 1■

井
自
治
会だ

よ
り

平
成
八
年
七
月

自
治
会
広
報
部

一
一、
自
治
会
館
会
計

一
、
収
入
合
計三

二
三
、
二
七
七
円

二
、
支
出
合
計一

九

一
、
六
一
二
円

三
、
差
引
残
高

三
一
、
六
六
五
円

次
年
度
繰
越
と
し
ま
す

バ

ラ

ェ新
舞
踊

‥

豪
華
賞
品

育
成
会
の
売
店
等
盛
り
沢
山

皆
様
の
ご
来
場
お
待
ち
し
ま
す

平成錐

鍾

て

須
永

二
押

梅
雨
明
け
の
蒸
し
署
い
毎
日
で
す
が
、
ご
町
内

の
皆
様
に
は
、
何
時
も
ご
壮
健
で
お
暮
ら
し
の
事

を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
も
い
つ
し
か
八
年
を
迎
え
ま
し
た
。

西
新
井
町
の
平
成
八
年
度
は
、
通
常
議
会
に
於

い
て
提
案
絡
事
項
を
ご
承
認
頂
き
、
予
算
も
昨
年

よ
り
八
万
円
増
の
一
七

一
万
五
十
円
と
な
り
ま
し

た
．
大
変
ご
迷
感
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
も
住
み
良
い
西
新
井
町
発
展
の
為
と
お
鐵
し
下

さ
い
．

そ
れ
か
ら
、
待
望
の
石
上
用
水
の
五
年
が
か
り

の
大
工
事
も
完
成
さ
れ
、
夏
期
の
豪
雨

・
秋
期
台

風
の
洪
水
も
心
配
が
無
く
な
り
、
大
変
喜
ん
で
お

り
ま
す
．

い
よ
い
よ
、
納
涼
祭
を
始
め
年
間
行
事
が
始
ま

り
ま
す
が
、
何
率
旧
年
同
様
絶
大
な
る
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
．

終
わ
り
に
、
ご
町
内
の
益
々
の
発
展
と
皆
々
檬

の
ご
多
幸
を
祈
り
な
が
ら
、
平
成
八
年
度
を
迎
え

七
月
二
十
八
日

（日
）

午
後
五
時
よ
り

自
治
会
館
広
場

轟

↓

饉
歩
会

・
八
木
節
愛
好
会

部
活
動
に
参
加
し
て

自
治
会
劇
会
長

須

ふヽ
　
昭

若
葉
の
機
も
深
い
緑
に
変
わ
り
、
夏
期
到
来
を

患
わ
せ
る
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
町
内
の
皆
様
に

は
、
ご
撻
勝
に
お
過
ご
し
の
事
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
．

最
近
私
は
、
西
新
井
町
の
二
つ
の
部
会
に
参
加

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
．　
一
つ
は

【健
歩
会
】
日
光

戦
場
ヶ
原
日
帰
リ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
す
．
夫
婦
の

参
加
者
も
多
く

（私
も
そ
の
一
人
）

一
層
な
ご
や

か
な
雰
囲
気
の
も
と
、
心
配
し
た
足
も
つ
い
て
行

き
、
童
心
に
戻
っ
て
和
気
あ
い
あ
い
の
内
に
、
雄

大
な
景
観
を
満
喫
し
て
来
ま
し
た
．

又
一
つ
は

【八
木
節
愛
好
会
】
福
島
磐
梯

一
泊

研
修
旅
行
で
す
。
ホ
テ
ル
の
ス
テ
ー
ジ
で
の
、
郷

土
芸
能
八
木
節
を
披
露
し
ま
し
た
。
出
演
者
の
熱

演
と
、
日
頃
の
練
習
成
果
を
遺
撼
な
く
発
揮
し
、

舞
台
と
観
客
が

一
体
と
な
り
、
私
の
不
安
も
吹
き

飛
び
あ
る
種
の
感
動

・
快
感
を
覚
え
ま
し
た
。

町
内
の
各
部
各
団
体
が
こ
の
様
に
充
実
し
、
活

発
に
活
動
し
た
時
代
は
過
去
に
は
あ
り
ま
せ
ん
、

他
地
区
の
撲
望
で
も
あ
り
ま
す
．

こ
れ
か
ら
の
、
自
治
会
活
動
運
営
に
も
、
皆
様

の
声
を
反
映
さ
せ
、
多
く
の
人
の
参
加
を
呼
び
か

け
、
各
部
の
充
実
に
努
め
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
．

朝
夕
の
交
通
量
の
増
加
に
よ
る
事
故
の
不
安
、

遣
路
拡
張
の
問
題
、
区
国
整
理
の
是
非
等
、
町
内

の
抱
え
る
難
問
の
事
柄
が
山
積
さ
れ
て
い
ま
す
が

町
内
の
皆
様
方
と
共
に
、
よ
り
良
い
方
策
を
模
素

し
て
行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
．

管
穣
方
の
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
ご
指
導
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

育
成
会
会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

常

戌

会

会

長

胸

ロ
　

エ

今
回
、
育
成
会
会
長
と
い
う
、
思
わ
ぬ
大
役
を

お
引
き
受
け
す
る
に
当
た
り
、
そ
の
責
任
の
重
大

さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
．

早
ニ
カ
月
を
経
過
し
、
そ
の
間
、
足
利
市
と
山

辺
地
区
育
成
会
連
絡
協
議
会
に
参
加
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
．

山
辺
地
区
育
成
会
で
は
、
新
し
く
夏
休
み
の
行

事
と
し
て
、
東
京
ド
ー
ム
で
の
野
球
体
験
の
実
施

『八
月
十
九
日

（日
）
人
員
三
〇
０
人
以
上
』
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
の

―
卜
の
結
果
に
よ
り
、
今
年
度
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
話
し
合
い
も
、
再
三
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
今
年
は
要
望
の
多
か
っ
た
キ
ャ
ン

プ
を
予
定
し
ま
し
た
。
ご
期
待
下
さ
い
。

子
供
達
の
健
全
な
育
成
を
考
え
．
大
人
も
子
供

も
楽
し
め
る
育
成
会
に
な
る
よ
う
、　
一
年
間
預
彊

り
責
務
を
果
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
．

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

意
見
も
あ
り
ま
し
た
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

西
新
井
育
成
会
で
も
、
数
回
の
集
ま
り
を
持
ち

↓

一
年
間
の
行
事
予
定
を
作
成
し
ま
し
た
．
ア
ン
ケ

ペ

☆
　
小
学
校
入
学
　
お
め
で
と
う

新
井
宏
美
　
　
石
川
　
匠

遠
藤
宗
之
介
　
大
場
歩
美

斉
藤
姫
子
　
　
須
永
紗
知

須
永
杏
梨

　

須
永
　
瞳

鳩
　
智
尋
　
　
早
川
知
宏

☆
　
中
学
校
卒
業
　
お
め
で
と
う

新
井

豊
　
　
大
燎
博
華

数
江
身
知
子
　
亀
井

一
奉

川
塁
洋
平
　
　
正
田
孝
史

須
永
和
恵
　
　
須
永
智
伸

須
永
友
子
　
　
竹
内
夕
子

中
島
　
環
　
　
早
川
綾
子

松
本
洋
子
　
　
六
崎
広
大

山
本
博
永
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民
生
児
童
委
員
の

業
務
に
つ
い
て

民
生
鬼
費

客
夏

頻

つふ
恭

エ

私
が
、
民
生
児
童
委
員
の
役
を
お
引
き
受
け
し

て
か
ら
、　
一
期

・
三
年
を
経
過
し
、
通
算
四
年
目

に
入
り
ま
し
た
．

新
任
当
時
は
、
業
務
内
容
も
あ
ま
り
よ
く
判
ら

ず
無
か
夢
中
の
状
態
で
し
た
が
、
新
任
後
の
研
修

、
毎
月
の
民
児
協
定
例
会
議
、
各
地
区
の
視
察
研

修
独
居
老
人
へ
の
友
愛
節
同
な
ど
を
重
ね
、
そ
の

都
度
先
任
者
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
や
つ
と

現
在
に
至
っ
た
次
第
で
す
．

薮
で
民
生
児
童
委
員
の
業
務
に
つ
い
て
幌
略
紹

介
し
ま
す
．

民
生
委
員
は
、
児
童
福
社
法
の
規
定
に
よ
り
、
す

べ
て
児
童
委
員
を
兼
ね
て
お
り
、
児
童
委
員
と
し

て
は
、

一
、
　

心
身
障
害
児
童
や
、
養
曖
児
童

な
ど
の
保
霞
．

一
、
　

児
童
を
と
り
ま
く
環
境
の
浄
化

と
健
全
育
成
．
　
　
に
心
掛
け
。

次
の
次
代
を
担
う
児
童
の
育
成
に
付
い
て
は
、
家

庭

ａ
町
内

・
育
成
会

・
学
校

・
市
を
含
め
て
他
地

域
社
会
全
体
で
、
協
力
し
な
が
ら
こ
れ
に
当
た
る

べ
き
と
考
え
ら
れ
ま
す
．

私
達
の
人
生
の
一
時
期
、
不
幸
に
し
て
突
然
生

活
が
激
変
し
、
経
済
的
に
も
苦
し
く
な
っ
た
り
、

心
身
に
障
害
を
受
け
た
り
、
そ
の
他
色
々
な
問
題

が
起
き
る
事
が
あ
り
ま
す
。

（倒
産

，
離
職

，
離

婚

・
交
通
事
故

・
病
気

。
怪
我
）
等
、
社
会
制
度

は
こ
の
よ
う
な
時
、
援
助
を
必
要
と
す
る
人
達
の

為
に
、
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
特
に
高
齢
者
、　
一

人
暮
ら
し
の
老
人
、
寝
た
き
り
の
老
人
、
母
子
家

庭
等
の
方
々
に
は
、
地
域
住
民
の
曖
か
い
援
助
が

必
要
で
す
．

色
々
な
問
題
で
、
お
困
り
の
方
は
、
い
つ
で
も

私
達
民
生
児
童
委
員
に
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

民
生
児
童
委
員
に
選
ば
れ
て

氏
生
ん
壼
春
夏

鉛

ネ

ク

ニ

こ
の
四
月
か
ら
、
民
生
児
童
委
員
を
お
受
け
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．
無
知
な
私
に
は
、
何
が

出
来
る
だ
ろ
う
と
思
う
と
、
余
り
に
も
大
役
過
ぎ

て
、
お
受
け
す
る
こ
と
に
、
大
変
迷
い
考
え
ま
し

た
。早

速
四
月
に
定
例
会
へ
の
お
霧
い
が
あ
り
、
出

席
し
ま
し
た
。
視
察
研
修
会
出
席
や
、
地
域
の
一

人
暮
ら
し
の
ご
老
人
に
、
月

一
度
の
給
食
サ
ー
ビ

ス
な
ど
、
何
も
か
も
始
め
て
の
経
験
で
、
私
に
と

っ
て
は
戸
感
う
事
ば
か
り
で
す
が
、
焦
ら
ず
に
少

し
ず
つ
、
皆
様
の
協
力
を
得
て
、
出
来
る
こ
と
か

ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

最
近
、
高
齢
社
会
の
到
来
と
い
う
言
葉
を
耳
に

し
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
、
人
と

人
と
の
出
会
い
を

一
層
大
切
に
し
、
身
近
な
人
と

語
り
合
い
、
人
の
和
を
大
き
く
し
て
い
き
た
い
．

そ
し
て
、
健
康
で
明
る
い
地
域
の
福
社
向
上
に
、

お
役
に
立
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
行
き
ま
す
。

先
輩
の
須
永
様
初
め
、
近
酔
の
皆
さ
ん
に
ご
指

導
を
頂
き
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
勉
強
の
場
に
参

加
し
、
そ
こ
か
ら
得
る
、
体
験
を
通
し
て
、
少
し

で
も
福
社
活
動
の
お
手
伝
い
が
出
来
る
よ
う
、
預

彊
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
．

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
安
全
分
会
長
新
任
捜
拶

丈
逍
姜
姿
分
会
長

Ｊ
日

‘
ｑ

〕

勇

件

日
頃
よ
り
交
通
安
全
協
会
西
新
井
分
会
の
活
動

に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
特
段
の
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
．

西
斯
井
町
も
、
国
道
五
〇
線
が
近
い
為
、
朝
夕

の
交
通
量
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
．
運
転

者

・
歩
行
者
は
、
お
互
い
に
ル
ー
ル
を
守
り
、
交

通
事
故
の
な
い
様
注
意
し
ま
し
ょ
う
．
又
、
賛
助

会
費
に
つ
い
て
は
、
格
別
な
ご
協
賛
を
期
り
議
に

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
．
　

こ
れ
ら
関
係
機
関
及

び
町
内
の
皆
様
の
協
力
を
頂
き
暮
故
の
無
い
、
明

る
い
住
み
良
い
西
新
井
町
に
す
る
為
に
微
力
な
が

ら
努
力
す
る
所
存
で
す
．

婦
人
部
長
就
任
に
当
た
っ
て

婿

人

押

押

晨

春

藤

屏

手

西
新
井
町
婦
大
会
を
受
け
継
ぐ
使
命
で
、
諸
先

輩
を
お
い
て
、
未
熟
な
私
で
す
が
、
会
長
に
任
命

さ
れ
た
事
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
．

前
会
長
に
は
婦
人
会
発
展
の
為
に
多
大
な
貢
献

を
頂
き
、
機
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
婦
人
会
活
動
の

充
実
を
目
指
し
、
努
力
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
．

自
治
会
活
動
の
納
涼
察

・
敬
老
会

。
交
通
安
全

協
会
へ
の
協
力
、
足
利
市
地
掃
連
体
育
祭
へ
の
参

加
、
ポ
ラ
ン
テ
ア
活
動
で
は
、
渡
良
瀬
公
園
で
行

わ
れ
る

《
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
》

・
日
立
療
養
所

の

「お
む
つ
た
た
み
」
等
で
す
。

会
員
の
皆
様
は
何
時
も
、
協
力
頂
い
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
．

健
歩
会
●
加
お
勝
い
と
ご
報
告

史

夕

泰

会

晨

小
永

幸

ｒ
岬

西
新
井
町
億
歩
会
は
、
町
内
の
皆
様
が
気
軽
に

参
加
で
き
る
を
モ
ツ
ト
ー
に
し
て
お
り
ま
す
．

そ
し
て
ハ
イ
キ
ン
グ
の
プ
ラ
ン
も
立
て
て
、
四

月
二
十
八
日

（日
）
に
は
、
桐
生
梅
田
の
八
潮
う

つ
じ
や
カ
タ
ク
リ
の
群
生
地
、
な
る
か
み
ス
ミ
レ

の
咲
く
、

『鳴
神
山
』
登
山
や
、
五
月
十
二
日

（

日
）
に
は
、
奥
日
光
の

『戦
場
ヶ
原
』
ハ
イ
キ
ン

グ
、
残
雪
の
綺
麗
な
男
体
山

・
前
自
根
山
な
ど
の

山
々
を
眺
め
な
が
ら
、
新
隷
に
は
未
だ
早
い
、
湯

本
温
泉
を
出
発

・
湯
の
湖
か
ら
水
量
の
豊
富
な
湯

滝
、
轟
音
と
共
に
岩
面
を
流
れ
落
ち
る
権
大
な
眺

め
に

一
時
我
を
忘
れ
る
、
名
残
惜
し
み
つ
つ
、
昼

食
の
泉
門
池
に
行
く
、
周
り
の
景
色
が
刻
々
と
変

わ
る
、
湯
川
沿
い
を
戦
場
ヶ
原
自
然
研
究
路
の
木

道
を
歩
き
、
竜
頭
の
滝
ま
で
八
キ
ロ
の
行
程
を
、

参
加
者
全
員
楽
し
く
、
実
歩
出
来
ま
し
た
。
章
で

は
奥
日
光
へ
も
行
き
ま
す
が
、
歩
く
こ
と
は
な
か

な
か
出
来
ま
せ
ん
。
新
し
い
奥
日
光
の
発
見
に
も

つ
な
が
り
ま
し
た
．

健
歩
会
は
、
毎
週
日
曜
日

（爾
天
中
止
）
午
前

八
時
自
治
会
館
広
場
に
集
合
、
軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
を
し
て
、　
一
時
間
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

健
康
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
か
ら
是
非
皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
．

保
健
委
員
の
任
命
を
受
け
て

足
刊
市
採
綺
ネ
夏

戌

口
　

　

ぐ

こ
の
度
、
足
利
市
保
健
委
員
の
任
命
を
受
け
ま

し
た
の
で
、　
一
言
挨
拶
を
兼
ね
、
町
内
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
．

昭
和
十
八
年
の
保
健
委
員
制
度
が
発
足
し
た
当

時
は
、
下
水
道
の
消
毒
が
主
な
仕
事
で
あ
っ
た
そ

う
で
す
．
最
近
で
は
地
域
の
健
康
作
り
の
促
進
、

ゴ
ミ
処
理
の
問
題
解
決
に
と
、
方
向
が
転
換
さ
れ

て
き
て
お
り
ま
す
．

清
潔
な
生
活
環
境
、
綺
麗
な
住
み
よ
い
町
作
り

の
為
に
、
自
分
の
家
の
周
り
や
道
路
を
綺
麗
に
す

る
、
環
境
美
化
運
動
の
風
囲
を
要
望
さ
れ
て
お
り

ま
す
．

こ
の
目
標
達
成
の
第

一
段
階
と
し
て
十
月

一
日

よ
り

［足
利
ゴ
ミ
改
革
］
が
具
体
的
に
旅
行
さ
れ

ま
す
．
そ
の
節
は
広
報
や
自
治
会
事
の
説
明
会
が

実
施
さ
れ
ま
す
．
ご
連
絡
申
し
上
げ
ま
す
の
で
ご

出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
．
最
近
ゴ
ミ
置
き
場

を
回
っ
て
み
ま
す
と
、
大
変
良
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
ル
ー
ル
違
反
の
責
色
い
注
意
書
が

散
見
さ
れ
ま
す
．
大
変
残
念
で
す
ね
．

先
日
、
織
姫
の
階
段
で
、
タ
バ
コ
の
吸
搬
を
拾

い
な
が
ら
上
が
る
ご
老
人
に
会
い
ま
し
た
。
ご
苦

労
様
で
す
と
声
を
掛
け
ま
す
と
、

『
足
利
を
綺
麗

な
町
に
し
た
い
か
ら
ね
』
と
答
え
ま
し
た
．
足
利

市
も

［ポ
イ
捨
て
防
止
条
例
］
が
四
月
よ
り
施
行

さ
れ
ま
し
た
．
先
の
ご
老
人
の
如
く
に
、
町
民
市

民
各
位
が
協
力
し
て
頂
く
以
外
、
綺
麗
な
町
作
り

を
達
成
す
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
、
お
気
付
の
点
遠
慮
無

く
申
し
出
下
さ
い
．
住
み
良
い
綺
麗
な
町
作
り
に

徴
力
な
が
ら
努
力
い
た
し
ま
す
。

螺

集

機

れ

［遠
い
親
戚
よ
り
近
く
の
他
人
］
超
高
齢
化
社

会
、
世
界
で
一
番
の
高
齢
社
会
が
す
ぐ
そ
こ
に
．

【
〈公
助
〉
か
ら

〈共
助
）
へ
】
公
助

。
最
も
額

り
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
介
穫
保
険
で
さ

え
儘
成
ら
ず
、
共
助

・
向
こ
う
三
軒
買
膵
、
仲
良

ぐ
お
付
き
合
い
、
お
互
い
様
の
思
い
や
り
、
こ
れ

ぞ
ま
さ
に
共
助
、
よ
り
重
要
、
両
隣
か
ら
発
展
し

て
隣
組
へ
そ
し
て
地
方
自
治
へ
と
．

［膵
人
の
よ

し
み
は
金
銀
に
ま
き
る
］

ご
意
見
投
稿
お
待
ち
し
ま
す
．　
小

林

券

革
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